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　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、
町役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。
不明な点は、総務課総務厚生係まで。ＴＥＬ８２・２１３１です。

お陰様で皆様のご協力を頂き「交通事故死ゼロ 3000日」が 11月 2日をもって達成することが出来ました。し
かし、今年も吹雪の季節が近づきました。冬の天候は急変します。十分ご注意ください。では、また。

町長日誌の第 145 号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事
を町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

№145町長日誌
興部は積雪が殆どありませんが山沿いの西興部村や滝上では10センチほどの積雪が街中でも見受けられます。冬
が直ぐそこまで来ています。今週は、9日は東京日帰り、11日は常呂、12日は札幌、そして 13日は置戸町開町
100年記念式典に出席と席を温める暇のない 1週間でした。来週も月曜から北見・東京などへの出張が 1週間続き
ますので町を留守にします。神話の世界では 11月は「神なし月」と言われ八百万の神様たちが出雲に集まり不在
の月なのだそうで、神様が集まる出雲地域だけは「神あり月」と言われ縁結びなどの会議をするのだ？　と聞いた
ことがありますが、別に私たちは神様ではありませんが「行政」の世界も 11月は東京を会場に市長会、町村会、議
長会の全国大会をはじめ、道路整備や水道整備、治水・砂防などありとあらゆる整備促進のための組織の全国大会
が目白押しなのです。何故かと言いますと、丁度、来年度予算編成の直前の時期と言うこともあり各省庁や国会議
員への要望のタイミングとしても良い時期なのです。従って、全国の知事を先頭に、議員や首長も東京に集まる月
なのです。神話の世界も今も何と無く似ていると思えてなりません。

11月 14日㈯ PＭ 2：00

札幌にお住いの伊藤さんと言う方からお手紙を頂きましたので紹介をさせて頂きます。
（略）私は長年札幌に在住し医療関係の仕事をしています。実家が興部町にあり 2013年 3月 1日に法事のため
帰省しました。3月 2日午後より天候が悪くなると聞いていましたが、朝から天気が良かったので紋別市内までマ
イカーで出かけました。用事を済ませスタンドで給油を終え実家がある興部町に向ったっところホワイトアウトで
前の車のライトも見えないくらい視界不良になりました。急に車が前を横切るなどとても危険な状況でした。安全
な場所に車を止めようとしても視界が悪くなかなか見つからず、やっとの思いで沙留のコンビニまでたどり着きま
した。コンビニでトイレをお借りした際コンビニの店員の方から通行止めになっていると言う情報を知りました。2
～ 3時間車内で待機していたら興部町の職員と名乗る人から「沙留の公民館に避難所を設置したのでどうぞ」と声
をかけて下さいましたので車にて公民館に向いました。すでに 10人ぐらいの方がおられ、毛布、座布団を用意し
て下さいました。皆で交代しながら後に入って来られた方の準備をしてあげると言う流れが自然に出来ていたよう
に思われます。後日分かったのですが 41名の方が避難していたとのことでした。本当に素早い判断で助けられた
と感謝しています。
たまたま、同じ場所に職員の方がいらして素早い判断をして頂いたとしても日頃の危機意識の高さがあったから
ではと思います。私はマネジメント業務に係わっているためあの日の出来事がいつもおもいだされ故里の防災対策
に興味を持ちました。どの様に職員教育、町民に対して周知されていらっしゃるのかぜひ教えていただきたいと思
い連絡をさせて頂きました。(～後略 )
さて、皆さんこの日のすさまじい吹雪を覚えていらっしゃいますか？　湧別町でお父さんが娘さんの命を守って
凍死すると言う悲惨な事故が起きた日です。
実はこの日に私も母を車に乗せて紋別に用足しに行っていたのでしたが、通行止めの少し前に沙留市街を通過し
ていましたが、やっとの思いで通過したのを覚えています。紋別に居た私を見ていた職員が私のことを心配してい
たことも後で知りました。この日の沙留公民館での職員の対応は私の指示ではなく自主的なものでした。結果的に
多くの皆様を助けることが出来たのは事実ですが、反省すべきことも多々ありました。しかし、どの様な立場にあっ
ても町の職員としての自覚をもって対応してくれたことはとても嬉しい事です。この日は、興部でも旅館を開放し
て下さった方や、コンビニの皆様の対応をはじめ多くの方が協力して下さったお蔭と感謝申し上げます。防災対応
に特別な事はないと思っています。ただ、伊藤さんのお手紙に書かれてあったように「先に避難した人が次に非難
する人を助ける！」この事がとても大切なことでは無いでしょうか？　伊藤さん、お手紙本当にありがとうござい
ました。

11月4日㈬


